





















日目不日 38 j~ 12 月 11 日
理学研究科物理実験学専攻

















び Cu を試料としてX線 120kvp 及び Co-60 r線を用いて実験的に検出し， この論文に於ける考察の妥
当なることを証明する。
論文の審査結果の要旨




















さのj去による散乱 X ~~~l止の相違lこ基くものであることを示し，且つAl 及び Cu を試料とし X~~t 120KVP 
及び Co-60 r線を FR いた数多くの実験結果によってこの論文における考察の正しいことを確認したもので
ある。
以上のようにこの l論文は X線の透過写真撮影におけるフイノレム上の濃度分布の研究において従来為し得
なかった説明を遂行すると共に析しい不可解な現象に対し明解なる知凡を加えたものであり， 理学博士の
論丈として価値あるものと認める。
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